
の し ろ 市 議 会 だ よ り�
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明
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市

民

の

声�
財
政
予
測
に
人
口
減
少
を
織
り
込
ん
で
い
る
か�

�

質
　
合
併
特
例
が
終
わ
る
平
成
33
年
に
は
、
普
通
交
付
税
が

７
億
５
７
０
１
万
円
減
少
す
る
と
の
報
道
。
市
は
「
人
口
減

少
は
将
来
、
歳
入
不
足
に
」
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
今
後
、

人
口
が
減
少
し
て
も
変
わ
ら
な
い
の
か
。�

�

答
　
県
の
試
算
に
基
づ
く
合
併
特
例
の
終
了
に
よ
る
減
少
額

７
億
５
７
０
１
万
円
は
、
合
併
特
例
に
よ
り
旧
能
代
市
と
旧

二
ツ
井
町
の
算
定
額
を
合
算
し
た
24
年
度
の
普
通
交
付
税
の

交
付
基
準
額
と
能
代
市
１
市
と
し
て
算
定
し
た
交
付
基
準
額

と
を
比
較
し
た
差
額
で
あ
る
。
算
定
基
礎
と
な
っ
た
人
口
は
、

い
ず
れ
も
直
近
の
22
年
国
勢
調
査
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ

る
。�

��

行
財
政
改
革
の
目
的
は
市
民
福
祉
向
上
に
あ
る�

�

質
　
民
間
政
策
研
究
機
関
の
活
用
で
「
職
員
で
な
け
れ
ば
」

と
い
う
も
の
に
特
化
し
、
政
策
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
目

的
「
市
民
が
幸
せ
に
な
る
」
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
重
要

だ
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。
　�

�

答
　
市
で
は
、
専
門
的
知
識
を
持
つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の

協
力
を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
の
策
定
等
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
秋
田
大
学
と
は
、
平
成
20
年
11
月
に
包
括

連
携
協
定
を
結
び
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
木
材
高
度
加
工
研
究
所
か
ら
も
支
援
、

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
、
支
援
等

を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
精
神
障
が
い
者
の
就
労
支
援�

〇
就
労
支
援
課
の
設
置�

菊

地

時

子

�

日
本
共
産
党�

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を�

�

質
　
働
き
た
い
け
れ
ど
、
自
信
が
持
て
ず
一
歩
を
踏
み
出
せ

な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
不
安
な
ど
、
就
職

活
動
で
悩
む
青
年
た
ち
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
居
場
所
を
提

供
す
る
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
。�

�

答
　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
と
県
等
の
協
働
に
よ

り
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
国
が
公
募
で
選
定
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
が
事
業
委
託
を
受
け
、
若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
の
た

め
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
専
任
の
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
、
専
門
的
な
事
業
実
績
が
必
要
な
ど
の
受
託
要

件
が
あ
り
、
市
内
へ
の
設
置
は
難
し
い
。�

���
生
活
バ
ス
路
線
等
に
低
床
バ
ス
の
導
入
を�

�
質
　
巡
回
バ
ス
路
線
の
拡
充
、
元
気
・
交
流
２
０
０
円
バ
ス

の
創
設
は
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
一
役
も
二
役
も
買

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
安
心
・
安
全
の
た
め
に
低
床
バ
ス
の
導

入
を
。�

�

答
　
車
両
購
入
費
の
捻
出
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
積
雪
地
で

は
運
行
に
支
障
が
あ
る
な
ど
、
県
内
、
全
国
で
も
導
入
が
進

ん
で
い
な
い
が
、
高
齢
者
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
で
き

る
低
床
バ
ス
の
必
要
性
は
高
ま
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

補
助
金
を
活
用
し
た
低
床
車
両
の
導
入
や
運
行
に
必
要
な
道

路
整
備
、
除
雪
体
制
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
の
見
直
し�

〇
財
政
推
計
の
作
成
と
情
報
公
開�

〇
公
共
施
設
の
保
全
に
関
す
る
管
理
計
画�

渡

辺

優

子

�

公
　
明
　
党�

能
代
橋
の
安
全
対
策�

�

質
　
能
代
橋
で
小
学
生
が
自
転
車
ご
と
車
道
に
倒
れ
込
ん
だ
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
防
風
柵
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
も
ら
う
よ
う
県
に

働
き
か
け
る
べ
き
。�

�

答
　
能
代
橋
を
管
理
し
て
い
る
山
本
地
域
振
興
局
建
設
部
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
昭
和
32
年
完
成
の
古
い
橋
り
ょ
う
で

あ
り
、
構
造
上
、
現
在
の
防
護
柵
設
置
基
準
を
満
足
で
き
る

防
護
柵
等
の
設
置
が
不
可
能
で
あ
る
」
と
の
回
答
を
得
て
い

る
が
、
市
と
し
て
は
、
歩
行
者
通
行
の
安
全
を
図
る
た
め
に

も
何
ら
か
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
県
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。�

��

詐
欺
対
策�

�

質
　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
な
ど
悪
質
商
法
の
手

口
が
巧
妙
化
し
、
市
民
の
間
に
も
被
害
が
広
が
っ
て
い
る
。

詐
欺
被
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
具
体
的
な
被
害
防
止
対

策
を
講
じ
る
べ
き
。�

�

答
　
注
意
喚
起
の
た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情

報
発
信
の
ほ
か
、
出
前
講
座
に
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
て
い
る
。

今
後
、
県
や
警
察
、
消
費
者
団
体
、
学
校
等
の
関
係
団
体
と

よ
り
連
携
を
深
め
、
情
報
収
集
の
強
化
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

ま
た
、
巧
妙
、
複
雑
化
す
る
悪
質
商
法
へ
対
応
す
る
た
め
、

市
の
相
談
窓
口
で
あ
る
消
費
生
活
相
談
員
の
資
質
向
上
に
努

め
る
。�

�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

〇
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度�

〇
地
域
い
じ
め
防
止
基
本
方
針�


